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公益社団法人

東京都医師会

❶ 能登半島地震災害への東京都医師会の取り組み

日本医師会災害医療チーム（JMAT）として派遣

2024/1/9～ ２ラインで継続派遣中

2/13時点で31チーム

能登北部（穴水町、能登町、輪島市）で災害医療支援
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ＪＭＡＴ
（Japan Medical Association Team）

日本医師会災害医療チーム

災害時に被災地の医師会から要請を受けて派遣

日本医師会が組織する災害医療チーム

各都道府県の医師会がそれぞれチームを編成
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JMAT
DMAT JMAT

JMAT活動
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公益社団法人

東京都医師会

〇平成26年より東京都医師会 独自の研修会として開始

実績 平成26年～令和5年12月
2６回開催
修了者1413名

東京JMAT研修会
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公益社団法人

東京都医師会

東京都の災害時医療救護活動計画
区市町村の地域防災計画

 発災直後

 緊急医療救護所対応、災害拠点病院等で活動
 自身の安全を確保し、可能な限り全員参加を原則として対応

 急性期を過ぎた時期

 全国からの支援チームと共に地域の医療の復興を目指す
 避難所、在宅被災者の対応を行う

❷ 東京都の災害医療体制 ～東京都医師会の対応
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JMAT

DMAT

支援JMAT

被
災
地
J
M
A
T

JMAT活動発災直後 フェーズ（０～１）
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災害拠点病院

災害拠点連携病院 診療所

トリアージエリア

地元医療チームの初動

緊急
医療救護所 被災地JMAT

緊急
医療救護所 8
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被災地外

沖縄

避難所 二次救急病院
災害拠点病院など

外傷患者は減り、感染症対策、慢性疾患の対応、DVT予防
などがメイン業務に！

避難者の
健康維持

医療救護所

支援JMAT

急性期以後（フェーズ2以降）

10



公益社団法人

東京都医師会

❸ 避難所運営の重要性 ～災害関連死を減らすために

国際基準の避難所運営ができるように平時から備えておく

スフィアハンドブック2018（第４版）458ページ

感染症、深部静脈血栓症
雑魚寝の避難所はこれらの危険性が高い

欧米先進国では個別大型テント、ホテル避難
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公益社団法人

東京都医師会
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公益社団法人

東京都医師会
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